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戦
争
中
も
英
語
会
を
守
っ
た

先
輩
た
ち

会
長　

君
和
田　

正
夫

　

今
年
二
月
二
十
三
日
、
伊
東
克

己
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

享
年
八
十
九
歳
で
し
た
。

　

先
生
は
六
代
目
の
英
語
会
会
長

で
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
か
ら

二
十
八
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
英

語
会
の
指
導
、
育
成
に
あ
た
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
英
語
会

の
歴
史
を
語
れ
る
数
少
な
い
、
時

代
の
証
言
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

一
九
九
八
年
に
発
行
さ
れ
た﹃
早

稲
田
大
学
英
語
会
１
０
０
年
史
﹄

で
は
、
英
語
会
の
創
成
期
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
お
書
き
に
な
り
ま

し
た
。

　
﹃
早
稲
田（
東
京
専
門
学
校
）に

英
語
会
が
で
き
た
の
は
明
治

二
十
五
年（
１
８
９
２
年
）で
あ
っ

た
。
そ
の
発
起
人
の
名
前
は
文
献

に
も
残
っ
て
い
な
い
。「
学
生
某

某
」と
書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ

る
﹄

　
﹃
東
京
専
門
学
校
の
英
語
会
も
、

明
治
三
十
六
年（
１
９
０
３
年
）

に
復
活
し
た
早
稲
田
大
学
の
英
語

会
も
、
条
約
改
正
と
い
う
第
二
の

開
国
に
対
応
す
る
た
め
の
大
隈
重

信
、
鳩
山
和
夫
、
高
田
早
苗
ら
の

教
育
の
一
環
で
あ
っ
た
の
だ
﹄

　

安
政
の
不
平
等
条
約
改
正
と

い
っ
た
明
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

動
き
と
重
な
り
合
う
よ
う
に
成
長

し
て
き
た
英
語
会
の
歴
史
の
、
数

少
な
い
証
言
者
、
生
き
字
引
だ
っ

た
、
と
申
し
上
げ
て
よ
ろ
し
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

五
月
三
十
日
に
大
隈
会
館
で

「
偲
ぶ
会
」を
開
き
ま
し
た
。
奥

様
の
壽
子（
ひ
さ
こ
）様
と
ご
長

男
の
克
彦
様（
英
語
会
々
員
、
昭

和
五
十
年
卒
）に
も
お
い
で
い
た

だ
い
た
う
え
、
百
五
十
人
と
い
う

多
く
の
方
々
に
お
集
ま
り
い
た
だ

き
ま
し
た
。
総
会
の
参
加
者
を
は

る
か
に
上
回
る
人
数
で
、
先
生
の

存
在
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
、

を
物
語
る
も
の
で
す
。
小
林
秀
之

さ
ん（
三
十
年
卒
）と
松
橋
功
さ

ん（
三
十
一
年
卒
）に
、
英
語
会

と
と
も
に
歩
ん
だ
伊
東
先
生
の
足

跡
を
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら

辿
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伊
東
先
生
と
共
に
、
戦
中
・
戦

後
の
英
語
会
を
支
え
て
こ
ら
れ
た

先
輩
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
中

瀬
正
一
さ
ん
で
す
。
昨
年
の
十
一

月
二
十
五
日
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し

た
。
享
年
八
十
九
才
で
し
た
。
英

語
会
の
朝
食
会（
勉
強
会
）に
は

毎
回
の
よ
う
に
参
加
さ
れ
、
最
後

に
締
め
の
挨
拶
を
さ
れ
た
中
瀬
さ

ん
の
姿
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

中
瀬
さ
ん
は
父
上
、精
一
氏（
明

治
四
十
年
卒
）、
長
兄
の
洋
一
氏

（
昭
和
十
八
年
卒
）と
二
代
続
き

で
英
語
会
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
伊

東
先
生
ら
と
一
緒
に
、
昭
和
十
八

年（
１
９
４
３
年
）、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
苦

し
い
思
い
出
を「
１
０
０
年
史
」

で
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
ま

す
。

　
「
学
生
に
対
し
て
徴
兵
猶
予
制

度
が
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
八
年
に

な
っ
て
廃
止
と
な
り
、
二
十
歳
以

上
の
学
生
は
理
工
科
系
と
病
気
の

学
生
以
外
は
、学
徒
出
陣
と
な
り
、

残
っ
た
一
部
の
上
級
生
と
新
入
会

員
の
わ
れ
わ
れ
が
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
を

守
っ
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
っ

た
」

　

中
瀬
さ
ん
も
伊
東
先
生
も
、
英

語
の
学
習
に
厳
し
い
環
境
の
中

で
、
英
語
会
を
支
え
、
と
も
に
戦

争
の
苦
し
み
を
体
験
さ
れ
た
の
で

す
。
中
瀬
さ
ん
は
終
戦
後
、
連
合

軍
の
進
駐
に
立
ち
会
う
た
め
、
通

訳
部
隊
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判（
東
京
裁

判
）の
通
訳
も
さ
れ
た
、
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

１
９
３
４
年
に
作
ら
れ
た
日
米

学
生
会
議
と
い
う
組
織
で
は
実
行

委
員
を
務
め
た
り
基
調
講
演
を
さ

れ
た
り
し
て
お
り
ま
し
た
。
亡
く

な
ら
れ
る
十
日
前
の
十
一
月
十
五

日
、
日
米
学
生
会
議
は
創
立
八
十

周
年
の
記
念
式
典
で
、
中
瀬
さ
ん

の
永
年
に
わ
た
る
功
労
を
表
彰
し

ま
し
た
。

　

英
語
会
の
存
亡
に
か
か
わ
る
時

期
を
凌
い
で
こ
ら
れ
た
先
輩
二
人

を
、
わ
ず
か
三
カ
月
の
間
に
失
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
現
役
の

学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
悲
し
み

で
す
。
英
語
会
の
歴
史
を
さ
ら
に

輝
か
し
い
も
の
に
す
る
こ
と
が
、

私
た
ち
の
責
務
と
痛
感
し
て
お
り

ま
す
。

（
昭
和
39
年
卒
）

❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖

伊
東
先
生
を
偲
ぶ
会

　

五
月
三
十
日
、
大
隈
会
館
に
於

い
て「
伊
東
克
己
先
生
を
偲
ぶ
会
」

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
英

語
会
を
は
じ
め
、
各
団
体
な
ど
か

ら
多
数
の
方
々
が
出
席
。
小
林
秀

之
さ
ん
、
松
橋
功
さ
ん
の
お
ふ
た

り
に
英
語
会
と
共
に
歩
ん
だ
伊
東

先
生
の
足
跡
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖
▪
❖

こ
れ
か
ら
の
英
語
会

Ｅ
Ｓ
Ｓ
幹
事
長　

平
田　

誠
也

　

早
稲
田
大
学
英
語
会
の
会
員
数

は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

反
し
て
早
稲
田
大
学
は
サ
ー
ク
ル

活
動
を
縮
小
す
る
傾
向
が
あ
り
、

そ
れ
に
伴
っ
て
各
活
動
場
所
の
確

保
が
難
し
く
な
り
、
今
年
度
は
新

入
生
の
入
会
者
数
を
昨
年
よ
り
削

減
し
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
百
人
の
新
入
生
が
入

会
し
、
大
き
な
規
模
は
維
持
し
て

お
り
ま
す
。
入
会
者
数
は
少
し
減

り
ま
し
た
が
、
会
員
は
真
面
目
に

活
動
に
励
ん
だ
り
、
夏
合
宿
で
泣

い
た
り
笑
っ
た
り
と
、
盛
り
上
が

り
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
今
年
もSpeech	Section,	

D
ebate	Section

共
に
輝
か
し
い

戦
績
を
残
し
て
お
り
、D

ram
a	

Section

は
十
一
月
に
行
わ
れ
る

四
大
学
英
語
劇
大
会
で
の
優
勝
を

目
指
し
て
日
々
活
動
に
励
ん
で
お

り
ま
す
。	

　

例
年
通
り
の
人
気
、
活
気
に
あ

ふ
れ
て
い
る
中
で
稲
門
英
語
会
の

方
々
と
話
し
合
い
、
一
つ
新
し
い

取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

稲
門
英
語
会
か
ら
前
期

D
ebate

活
動
のH

om
e	M
eeting	

Prize

を
獲
得
し
た
Ｈ
Ｍ
に
送
ら

れ
る
ト
ロ
フ
ィ
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
き
、
現
役
生
に
そ
の
旨
を
伝
え

る
こ
と
。

　

ま
た
、
サ
ー
ク
ル
内
広
報
で
は

稲
門
英
語
会
を
紹
介
す
る
記
事
を

載
せ
、
現
役
生
に
稲
門
英
語
会
の

存
在
を
告
知
し
ま
し
た
。

　

稲
門
英
語
会
の
若
者
離
れ
と
い

う
お
話
を
伺
い
、
ご
提
案
を
受
け

た
こ
と
が
こ
の
取
り
組
み
を
始
め

た
き
っ
か
け
で
す
。

　

こ
の
問
題
の
改
善
の
た
め
に
は

稲
門
英
語
会
の
方
々
の
呼
び
か
け

や
連
絡
に
加
え
、
現
役
か
ら
稲
門

英
語
会
へ
の
道
筋
を
作
る
こ
と
が

非
常
に
大
切
で
あ
り
、
有
効
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
一
層
つ
な

が
り
を
強
固
な
も
の
に
し
、
現
役

の
力
に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力

の
元
、
英
語
会
の
更
な
る
発
展
の

た
め
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

奥
様
の
壽
子
さ
ん
と
克
彦
氏

先
生
と
の
長
い
間
の
交
流
を

語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
小
林
秀
之
さ
ん

同

会
窓

だより

お
釈
迦
様
の
会小

今
井　

寛

　

今
年
四
月
八
日
に
、
三
十
五
年

組
は
川
岸
さ
ん
の
ご
支
援
の
も
と

に
、
清
岸
院
に
て
、
恒
例
の
お
釈

迦
様
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
二

俣
幹
事
の
招
集
に
応
じ
て
参
加
し

た
の
は
、
二
俣
、
川
岸
、
佐
藤
、

山
口
、
長
野
、
小
海
、
富
田
、
小

今
井
の
八
名
で
し
た
。
最
近
は
病

気
療
養
中
の
方
が
多
く
な
り
、

三
十
五
年
組
も
歳
に
は
勝
て
ま
せ

ん
。
出
席
者
の
多
く
も
大
病
を

患
っ
た
人
が
多
く
、
元
気
印
は
川

岸
、
二
俣
、
小
今
井
位
で
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
病
気
の
話
題
が
出

ず
，
青
年
の
如
き
熱
い
会
話
が
交

差
し
、
種
々
の
話
題
に
、
話
の
尽

き
ぬ
会
合
で
し
た
が
、
今
年
は
専

ら
病
気
の
話
題
が
中
心
で
し
た
。

　

元
気
印
の
一
人
で
あ
っ
た
二
俣

さ
ん
が
、最
近
体
調
が
急
変
し
て
、

難
病
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
般
、
ま
こ
と
に
残
念
な
が
ら

三
十
五
年
組
の
幹
事
は
交
代
と
な

り
、
元
気
印
の
私
、
小
今
井
に
お

鉢
が
回
っ
て
き
ま
し
た
。
三
十
五

年
組
の
幹
事
と
し
て
、
同
志
会
で

あ
る
お
釈
迦
様
の
会
の
、
主
任
務

と
し
て
幹
事
を
引
き
受
け
る
こ
と

と
し
、
稲
門
会
等
は
川
岸
さ
ん
に

お
任
せ
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
昭
和
35
年
卒
）

英
稲
会︵
三
十
八
年
︶

多
少
の
病
は
あ
っ
て
も
後
期

高
齢
者
に
無
事
到
達

両
脚
不
自
由
な
た
め
、
好
き
な
ゴ

ル
フ
も
出
来
ま
せ
ん
。血
液
検
査
・

心
電
図
な
ど
検
査
結
果
は
健
康
そ

の
も
の
で
す
が
。	

（
浅
香
英
男
）	

今
夏
は
息
子
や
孫
と
白
馬
岳
に
登

り
ま
す
。	

（
阿
部
　
達
）	

相
変
わ
ら
ず
の
メ
リ
ー
ウ
ィ
ド
ウ
。

人
生
そ
こ
そ
こ
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
有
馬
れ
い
子
）

＂
後
期
高
齢
者
の
国
民
健
保
の
加
入

手
続
き
中
＂で
宜
し
く
。

（
泉
雄
次
郎
）

冬
は
タ
イ
、
夏
は
北
海
道
の
ベ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。	

（
上
田
幸
弘
）

車
や
め
歩
け
歩
け
で
老
化
と
競
走

（
内
田
紘
一
）	

マ
ン
ト
ラ

：

１	

健
康　

２	

バ
ラ

ン
ス　

３	

ス
キ
ル
。（
大
倉
　
肇
）

か
ら
元
気
で
ま
だ
ま
だ
粘
る
後
期

高
齢
者
。	

（
大
駒
　
勲
）	

皿
洗
い
、便
所
掃
除
、家
事
を
シ
ェ

ア
し
て
健
康
法
。	

（
大
渡
　
肇
）

「
採
菊
東
籬
下
／
悠
然
見
葉
山
」

…
斯
く
あ
り
た
し
。	（
奥
田
斐
規
）

練
習
を
す
る
程
下
手
さ
が
目
立
つ

我
が
ギ
タ
ー
。	

（
梶
山
　
亨
）

老
い
た
愛
車
故
障
、
し
ぶ
し
ぶ
新

車
に
交
換
。	

（
河
原
篤
子
）

グ
ー
グ
ル
で
私
の
氏
名
を
検
索
す

る
と
、
状
況
報
告
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。	

（
河
原
崎
勝
造
）

子
供
に
英
会
話
を
教
え
て
、
ゴ
ル

伊
東
克
己
先
生

中
瀬
正
一
さ
ん
を
偲
ん
で
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フ
と
老
人
会
会
長
役
で
、
テ
ン
テ

コ
舞
い
！	

（
日
下
敬
二
）

熱
中
の
テ
ニ
ス
終
わ
っ
て
ホ
ッ
と

す
る
周
り
に
気
が
つ
く
後
期
高
齢

者
。	

（
栗
林
　
寧
）

家
に
一
人
い
て
、
見
え
て
く
る
世

の
中
。
面
白
く
も
あ
り
、
世
界
の

平
和
と
未
来
に
不
安
も
。

（
小
作
昭
子
）

日
々
楽
し
み
を
見
つ
け
て
過
ご
そ

う
と
思
い
ま
す
。	

（
小
林
洋
子
）

汗
か
き
に
は
辛
い
季
節
が
や
っ
て

き
た
。
お
粥
ダ
イ
エ
ッ
ト
開
始
。

（
坂
井
　
馨
）

つ
く
ば
の
科
学
館
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
で
、

理
科
実
験
工
作
の
シ
ョ
ー
な
ど

や
っ
て
ま
す
。	

（
崎
村
雅
彦
）

知
ら
ぬ
間
に
、
遂
に
私
も
後
期
高

齢
者
。	

（
佐
藤
泰
男
）

想
像
を
絶
す
る
首
相
の
ス
キ
ャ
ン

ダ
ル
。
友
人
も
多
い
マ
レ
ー
シ
ア

の
国
難
に
ネ
ッ
ト
に
釘
付
け
。

	

（
島
村
政
二
郎
）

脚
が
悪
く
て
好
き
な
ゴ
ル
フ
テ
ニ

ス
も
見
る
だ
け
に
。	（
杉
山
昌
章
）

過
去
は
十
年
一
日
、
し
か
し
未
来

は
一
日
ず
つ
訪
れ
る
。
そ
の
一
日

を
大
切
に
し
た
い
。	（
高
木
聰
行
）

七
十
九
歳
長
崎
で
、
前
立
腺
を

患
っ
て
体
力
も
衰
え
ま
し
た
が
。

（
田
崎
　
徹
）

世
の
中
激
変
し
て
ま
す
が
、
わ
が

家
は
平
穏
の
日
々
で
す
。

	
（
田
口
隆
志
）

歳
は
重
ね
て
も
気
持
ち
は
若
く
、

を
心
が
け
。	

（
津
田
桂
子
）

企
業
相
手
に
安
全
保
障
貿
易
管
理

の
コ
ン
サ
ル
、
監
査
を
続
け
て
ま

す
。	

（
永
野
靖
夫
）

弘
前
に
て
川
丁
と
い
う
料
理
屋
を

経
営
。
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。	

（
能
正
　
豊
）

月
数
日「
朗
読
教
室
」劣
等
生
を

楽
し
ん
で
ま
す
。	

（
畑
　
廣
子
）

後
期
高
齢
者
と
な
り
、
老
い
を
感

じ
る
こ
の
頃
で
す
。	（
浜
本
尚
子
）	

確
実
に
一
年
経
っ
た
と
感
ず
る
今

日
こ
の
頃
。	

（
広
江
尚
司
）	

相
変
わ
ら
ず
腰
痛
と
お
付
き
合
い

中
。	

（
古
谷
俊
爾
）	

病
後
の
散
歩
は
暑
さ
の
あ
ま
り
サ

ボ
リ
気
味
。
再
度
一
万
歩
を
目
指

し
ま
す
。	

（
増
田
富
司
夫
）

老
い
て
こ
そ
世
の
中
わ
か
り
、
楽

し
け
り
。	

（
松
村
央
子
）	

カ
ル
チ
ャ
ー
で
英
国
史
を
学
ん
で

い
ま
す
。	

（
森
美
紀
子
）

村
上
雅
敏
君
を
悼
む

安
斉　

洋
一

　

二
〇
一
五
年
六
月
十
四
日
村
上

雅
敏
君
が
病
気
の
た
め
他
界
し
ま

し
た
。
一
九
六
〇
年
四
月
、
Ｗ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
で
知
り
合
っ
て
以
来
の
友
を

失
っ
て
寂
し
い
限
り
で
す
。
新
宿

区
百
人
町
に
下
宿
し
て
い
た
彼
を

訪
ね
、
共
に
聴
い
た
映
画「
リ
オ
・

ブ
ラ
ボ
ー
」（
一
九
五
九
年
）の
主
題

歌M
y	R
ifle	M

y	Pony	A
nd	

M
e

（
ラ
イ
フ
ル
と
愛
馬
）の
メ
ロ

デ
ィ
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　

野
尻
湖
で
の
合
宿
の
後
、
彼
の

お
兄
さ
ん
が
働
い
て
い
た
黒
四
ダ

ム
に
、
数
人
の
仲
間
と
ト
ロ
ッ
コ

に
乗
っ
て
ス
リ
ル
満
点
の
旅
を
楽

し
ん
だ
こ
と
も
忘
れ
難
い
思
い
出

で
す
。

　

生
き
る
こ
と
に
常
に
真
剣
に
向

き
合
っ
て
い
た
彼
は
長
年
座
禅
を

続
け
て
い
ま
し
た
。
二
年
程
前
に

彼
に
誘
わ
れ
て
、奥
様
や
弟
さ
ん
、

福
田
浩
人
先
輩
と
共
に
参
禅
さ
せ

て
も
ら
い
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

体
験
が
出
来
た
こ
と
を
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

同
期
の
仲
間
か
ら「
村
長
さ
ん
」

の
愛
称
で
慕
わ
れ
て
い
た
村
上
君

は
、
他
人
の
た
め
を
思
う
気
持
ち

が
強
く
、
ま
た
人
な
つ
こ
い
独
特

の
雰
囲
気
を
持
っ
た
得
難
い
友
で

し
た
。

　

こ
の
世
の
し
が
ら
み
か
ら
解
き

放
た
れ
て
、
静
か
に
眠
る
村
上
君

に
、
い
つ
か
再
会
し
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

	

（
昭
和
39
年
卒
）

五
十
年
目
の
Ｈ
Ｃ
Ｄ

山
内　

正
樹

　

今
年
十
月
十
八
日（
日
）の
早
稲

田
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
イ

は
、わ
れ
ら
四
十
一
年
卒「
早
馬
会
」

の
同
志
に
と
っ
て
は
五
十
年
目
の

Ｈ
Ｃ
Ｄ
と
な
る
。

　

五
十
年
目
と
あ
っ
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
以
外
の
学
部
や
語
学
ク
ラ
ス
・

ゼ
ミ
な
ど
で
会
合
を
持
つ
ケ
ー
ス

も
多
い
よ
う
だ
。「
早
馬
会
」と

し
て
は
、
毎
年
三
月
末
に
集
ま
っ

て
い
る
の
で
特
に
こ
の
日
の
計
画

は
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
卒
後

五
十
年
と
は
凄
い
。

　

か
つ
て
戯
れ
歌
に「
早
稲
田
出

て
か
ら
二
十
年
。
今
じ
ゃ
天
下
の

大
記
者
で
、
倫
敦
巴
里
を
股
に
か

け
、
書
い
た
特
ダ
ネ
五
十
本
」と

い
う
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
デ
ン
で

い
く
と「
書
か
ね
ば
な
ら
ぬ
特
ダ

ネ
は
百
二
十
五
本
」と
い
う
こ
と

に
な
る
。
い
や
、
百
二
十
五
本
と

い
う
よ
り
も
七
十
歳
以
上
で
ま
だ

生
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
が
本

当
に
凄
い
。

　

し
か
し
卒
後
五
十
年
。
こ
の
日

本
、
い
や
世
界
が
良
く
な
っ
た
と

い
う
実
感
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ

か
ら
悪
化
の
一
途
を
辿
る
の
で
は

な
い
か
。
心
配
で
あ
る
。

先
輩
、
後
輩
諸
氏
の
思
い
や
如

何
？	

（
昭
和
41
年
卒
）

思
え
ば
遠
く
へ
…

村
越　

秋
男

　

私
た
ち
ガ
キ
の
会
は
昭
和

四
十
二
年
卒
業（Class	of	1967

）

で
す
。
終
戦
前
に
生
ま
れ
、
子
供

の
頃
に
は
テ
レ
ビ
も
な
く
鉄
腕
ア

ト
ム
や
紙
芝
居
で
育
ち
ま
し
た
。

そ
の
後
高
度
成
長
期
に
入
り
、
三

種
の
神
器
だ
の
３
Ｃ
だ
の
と
モ
ノ

が
あ
ふ
れ
始
め
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｓ
出
身
者
に
関
係
の
深
い

国
際
通
信
の
手
段
も
大
き
く
変
遷

し
ま
し
た
。
就
職
し
た
頃
、
先
輩

社
員
が
国
際
電
報
を
依
頼
す
る
電

話
口
で
Ｕ
Ｓ
Ａ
を「
ユ
ニ
オ
ン
、

シ
ャ
ン
ハ
イ
、ア
メ
リ
カ
」と
綴
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
も
な
く
テ
レ
ッ

ク
ス
が
導
入
さ
れ
、
声
が
紙
テ
ー

プ
と
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
い
う
騒
音
に

代
わ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
登
場

し「
自
作
の
文
書
」を
相
手
に
直

接
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

一
九
九
五
年
頃
に
な
る
と
大
手

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
が
標
準
の
Ｏ

Ｓ
で
電
子
メ
ー
ル
を
扱
え
る
よ
う

に
し
た
た
め
、
爆
発
的
に
普
及
。

処
理
技
術
の
発
展
も
あ
っ
て
高
品

質
な
文
書
や
画
像
を
大
量
か
つ
安

価
に
、
な
に
よ
り
も
瞬
時
に
世
界

中
へ
送
れ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

も
う「
製
本
器
」は
用
無
し
で
す
。

　

今
思
え
ば
遠
く
へ
来
た
も
ん

だ
、よ
く
つ
い
て
来
れ
た
な
ぁ
…
。

	

（
昭
和
42
年
卒
）

十
九
回
目
の
同
期
会
に
想
う

戸
島　

宇
一
郎

　

今
回
の
同
期
会
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

の
先
輩
の
ご
関
係
の
店
で
あ
り
、

根
津
で
創
業
九
十
五
年
目
の
老
舗

と
い
う
和
食
亭
で
行
わ
れ
た
。

　

毎
回
、
由
緒
あ
る
お
店
を
選
ん

で
く
れ
る
幹
事
の
繊
細
さ
に
感
謝

し
て
い
る
。

　

初
め
の
会
長
の
挨
拶
か
ら
、
断

片
的
に
だ
が
、
今
の
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の

活
動
の
様
子
が
伝
わ
り
、
懐
か
し

さ
を
感
じ
た
。「
我
々
の
時
代
と

は
異
な
り
、
今
は
学
習
環
境
に
恵

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
、

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
存
在
意
義
の
難
し
さ

が
問
題
と
な
る
の
か
も
し
れ
な

い
」と
挨
拶
が
結
ば
れ
た
が
、
Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
を
担
う
若
い
人
々
に
期
待

し
た
い
。	

　

雑
談
は
、
孫
の
話
か
ら
始
ま
っ

国際研修会報告

『現実と向き合う勇気』
　33年働いたソニー株式会社を退職し、今までとは全く違う国際
環境NGOに飛び込みました。
　家電の海外営業は後進に託し、世界的視野で自然環境の保全や
野生動物の保護に従事することで一生のうちに二つの人生を謳
歌したいと思います。
　環境は大きく異なるものの、そこで額に汗する若者たちの目の
輝きはみな同じです。どの現場でも環境問題単独で解決可能なも
のは皆無であり、複雑な利権の錯綜や、政治・行政の汚職、民族
間の紛争など、社会問題の解決なしには自然と共生する持続可能
な社会は創り得ません。
　日本は自然を受け入れ共生する伝統と知恵に富んだ珍しい国
です。自然に対峙し、克服することからは生まれない創意工夫を

国際社会でも生か
し、日本国の存在意
義を顕示して行き
たいと思います。
　国際研修会には多
くの分野から講師を
招聘し、活発な質疑
や議論で活性化を図
る所存です。
　奮ってご参加下さ
い。

担当幹事：昭和57年卒　筒井　隆司

稲門英語会2015年度会計報告
	（自2014.08.01　至2015.07.31)　　　　　　　　　　　【単位：円】

収入の部 金　額 支出の部 金　額
前年度繰越金 1,720,138 早大英語会補助金 700,000

今年度収入合計 2,052,104 事務局費（８月～ 7 月分） 388,800
年会費 * ［ 1,795,000 ］ 総会・忘年会案内費他 154,386

￥ 10,000 × ６名 総会・忘年会費補填金 226,618
￥ 5,000 × 347 名 稲門英語会だより印刷代 90,180
　　合計　353 名 銀行郵便振替手数料 55,895

弔事供花電報代 21,038

寄付金収入 ［ 205,000 ］ 自動振替用紙 1,100
偲ぶ会収支差額 ［ 　52,013 ］
預金利息 ［ 91 ］

支出合計 1,638,017
次年度繰越金 2,134,225

合　計 3,772,242 合　計 3,772,242

〈*上記のほかに年会費の前受金が5,000円あります〉

上記の通りご報告申し上げます。	 会計幹事　小倉　雅博（昭和50年卒）

インドネシアのTesso	Nilo国立公園で
象パトロール隊を視察。



稲門英語会だより 第23号（3）

て
今
の
学
校
や
家
族
の
あ
り
方
に

つ
い
て
で
あ
っ
た
り
、高
齢
期（
今

も
信
じ
ら
れ
な
い
が
）を
迎
え
た

人
生
の
統
合
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

り
…
。

　

言
葉
の
端
端
に
み
ん
な
の
学
生

時
代
の
姿
が
重
な
り
、
妙
に
安
心

し
た
。

　

終
わ
っ
た
ば
か
り
だ
が
、
も
う

次
会
が
楽
し
み
だ
。
そ
し
て
、

六
十
年
代
を
共
に
過
ご
し
た
僕
ら

が
、
今
、
会
社
人
生
や
子
育
て
か

ら
も
離
れ
、
こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ

て
生
き
て
ゆ
く
の
か
、
と
て
も
楽

し
み
だ
。

	

（
昭
和
45
年
卒
）

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
学
ん
だ
こ
と

鈴
木　

芳
明

　

卒
業
後
四
十
数
年
が
経
ち
、
会

社
務
め
を
終
え
て
年
金
生
活
に
入

り
ま
し
た
。
化
学
関
連
メ
ー
カ
ー

に
在
籍
し
、
主
に
営
業
部
門
、
企

画
部
門
に
従
事
し
ま
し
た
が
、
海

外
出
張
、
海
外
駐
在
も
経
験
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

　

英
語
会
で
の
経
験
は
い
ろ
い
ろ

な
場
面
で
役
立
ち
ま
し
た
。
言
葉

と
し
て
の
英
語
は
無
論
大
事
で
し

た
が
、
そ
れ
以
上
に
相
手
に
何
を

ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
を
考
え
、

限
ら
れ
た
語
学
力（
日
本
語
力
も
）

を
手
段
と
し
て
有
効
に
駆
使
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

英
語
会
で
は
語
学
と
し
て
の
英

語
よ
り
は
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
の
諸

活
動
を
通
じ
て
、
問
題
の
と
ら
え

方
、
相
手
の
理
解
を
得
る
為
の
準

備
・
方
策
等
を
学
び
、
不
十
分
な

が
ら
身
に
つ
け
ら
れ
た
こ
と
に
感

謝
し
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
仲
間
、

諸
先
輩
に
恵
ま
れ
た
こ
と
の
賜
物

で
す
。

　

三
年
前
に
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
同
期
会

に
参
加
し
、
旧
交
を
温
め
合
い
ま

し
た
。

　

知
ら
ぬ
間
に
還
暦
を
超
え
、
胸

の
名
札
な
し
で
は
誰
だ
か
分
か
ら

な
い
ほ
ど
年
輪
を
重
ね
て
お
り
ま

し
た
。

　

こ
の
十
月
に
は
三
年
ぶ
り
に
同

期
会
を
開
催
す
べ
く
企
画
し
て
お

り
ま
す
。

　

前
回
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
も

含
め
再
会
が
楽
し
み
で
す
。

（
昭
和
46
年
卒
）

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
感
謝
し
た
日

中
馬　

究

　

そ
れ
は
、
今
か
ら
二
十
一
年
前

の
話
で
す
。

　

き
っ
か
け
は「
ア
メ
リ
カ
を
テ
ー

マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
く

れ
な
い
か
」と
い
う
職
場
の
先
輩

か
ら
の
依
頼
で
し
た
。
さ
っ
そ
く

私
は
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
博
物
館
の
展

示
物
を
使
っ
た
展
覧
会
イ
ベ
ン
ト

を
提
案
し
ま
し
た
。
提
案
は
Ｏ
Ｋ

と
な
り
、
す
ぐ
さ
ま
交
渉
開
始
。

半
年
か
か
り
ま
し
た
が
、
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
協
会
か
ら
は＂
共
同
製
作
＂

を
条
件
に
イ
ベ
ン
ト
製
作
を
進
め

る
こ
と
で
了
解
を
得
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
三
年
、
東
京
と
Ｄ

Ｃ
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
な
が
ら
、

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
の
ス
タ
ッ
フ
二
十
三

人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り

返
し
、
四
年
後
の
一
九
九
四
年
七

月
に
よ
う
や
く
展
示
会
場
の
設
営

が
完
了
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
時
代
に
勉
強

し
た
知
識
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内

に
自
分
の
口
か
ら
飛
び
出
し
て
く

る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
が
何
回

も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
迎
え
た
七
月
四
日
。
プ

レ
ス
・
プ
レ
ビ
ュ
ー
の
特
別
イ
ベ

ン
ト
と
お
昼
の
ニ
ュ
ー
ス
ネ
タ
を

兼
ね
た
式
典
で
、
掲
揚
さ
れ
る
星

条
旗
と
、
参
列
し
た
ス
ミ
ソ
ニ
ア

ン
・
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
を
眺
め
な

が
ら
、
私
は
ふ
と
つ
ぶ
や
い
て
い

ま
し
た
。「
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
よ
、
永
遠

な
れ
！
」と
。

（
昭
和
50
年
卒
）

有
志
よ
り
現
状
報
告

　
来
年
三
月
で
多
く
の
同
期
が
卒

業
四
十
年
。
そ
こ
で
一
人
あ
た
り

四
十
字
ほ
ど
で
数
名
の
近
況
で
す
。

娘
二
人
と
も
片
付
き
ま
し
て
孫
が

三
人
。
こ
れ
か
ら
が
人
生
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

山
田
御
酒

京
都
住
ま
い
も
四
十
年
近
く
。
ど

う
や
ら
来
年
か
ら
は
夫
婦
だ
け
の

生
活
が
始
ま
り
そ
う
で
す
。

	

河
本
英
規

ラ
グ
ビ
ー
と
笑
点
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
は
一
向
に
上
達
し

ま
せ
ん
。
ま
あ
元
気
で
す
。

	

梅
田
和
彦

勉
強
よ
り
も
ク
ラ
ブ
活
動
に
励
ん

で
い
る
大
学
生
の
息
子
に
、
若
き

日
の
自
分
を
重
ね
て
い
ま
す
。

	

栗
原
成
美

白
鳥
さ
ん
と
結
婚
し
、
白
鳥
さ
ん

の
旦
那
と
言
わ
れ
て
早
三
十
六

年
。
二
人
共
元
気
に
生
き
と
り
ま

す
。	

杉
山
　
清

卒
業
後
の
四
十
年
で
激
変
し
た
の

は
、
倍
増
し
た
体
重
と
激
減
中
の

脳
体
積
で
す
が
、
早
稲
田
魂
の
み

不
変
で
す
。	

伊
東
孝
二

八
月
に
は
初
孫
誕
生
予
定
。
会
社

勤
め
の
か
た
わ
ら
翻
訳
業
に
挑
戦

中
。	

戸
川
哲
郎

整
形
外
科
医
に﹃
ほ
ど
ほ
ど
に
﹄と

呆
れ
ら
れ
な
が
ら
も
週
末
自
転
車

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。	

居
森
計
幸

会
社
退
職
後
も
、
相
も
変
わ
ら
ず

バ
タ
バ
タ
と
走
り
回
っ
て
い
る
毎

日
で
す
。	

光
永
　
仁

英
語
も
金
融
も
忘
れ
、
故
郷
山
武

市
で
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
を
考
案

中
で
す
。	

岩
隈
勝
康

オ
ラ
ン
ダ
単
身
赴
任
で
ま
る
で
豚

の
よ
う
に
太
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
は
無
理
。

	
	

中
原
史
祐

	

（
昭
和
51
年
卒
）

第
２
の
人
生

福
田　

正
彦

　

わ
れ
わ
れ
昭
和
五
十
二
年
卒
は

卒
業
か
ら
三
十
八
年
が
た
っ
た
。

皆
六
十
歳
を
超
え
て
第
二
の
人
生

を
迎
え
る
年
代
と
な
っ
た
。
小
生

も
去
年
七
月
に
会
社
を
定
年
退
職

し
た
。
今
は
あ
る
大
学
の
非
常
勤

講
師
を
し
て
い
る
。
大
学
の
講
師

に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
は
十
年
ほ

ど
前
の
こ
と
。
会
社
で
教
育
を
担

当
し
て
い
て
教
育
に
目
覚
め
た
。

経
理
部
門
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

す
る
一
方
、
自
分
で
も
講
師
を
務

め
た
。
教
師
は
教
え
る
内
容
を

知
っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
教
え

方
で
効
果
が
随
分
違
う
こ
と
が
分

か
り
、
お
も
し
ろ
い
。
よ
っ
て
講

師
に
な
ろ
う
と
思
い
、
会
社
勤
め

を
し
な
が
ら
大
学
院
に
通
い
、
修

士
と
博
士
課
程
を
合
わ
せ
て
八
年

や
っ
た
。
し
か
し
、
大
学
の
講
師

に
な
る
の
は
難
し
い
。
四
十
校
位

に
応
募
し
た
だ
ろ
う
か
。
や
っ
と

一
番
下
の
非
常
勤
講
師
に
な
れ

た
。
四
月
か
ら
若
い
学
生
に
専
門

外
の
ミ
ク
ロ
経
済
を
教
え
て
い

る
。

　

す
ぐ
お
し
ゃ
べ
り
や
居
眠
り
が

始
ま
る
の
で
、
ど
う
お
も
し
ろ
く

す
る
か
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
。
会

社
勤
め
の
経
験
や
実
社
会
の
動
き

を
理
論
に
か
ら
ま
せ
る
。

　

月
給
三
万
円
だ
が
、
そ
れ
以
上

の
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
。

	

（
昭
和
52
年
卒
）

城
北
お
じ
さ
ん
軍
団
の
こ
と

萩
原　

卓
郎

　

母
校
を
卒
業
し
て
か
ら
三
十
三

年
が
経
過
し
、
豊
富
だ
っ
た
髪
も

薄
く
な
り
、
身
体
も
お
じ
さ
ん
体

型
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
城
北
の

仲
間
が
、
子
育
て
が
一
段
落
し
仕

事
に
も
先
が
見
え
始
め
た
頃
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
再
会
し

た
の
が
き
っ
か
け
と
な
り
年
に
何

回
か
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
に
は
小
生
が
幹
事
と

な
っ
て「
卓
隊
長
」と
お
だ
て
ら

れ
な
が
ら
中
年
お
じ
さ
ん
軍
団
五

名
を
率
い
て
富
士
山
に
登
る
と
い

う
暴
挙
を
決
行
。
小
生
の
勤
務
先

の
保
養
所（
強
羅
山
荘
）で
毎
年

宴
会
合
宿
を
行
う
ほ
か
、
金
時
山

登
山
・
尾
瀬
遠
征
な
ど
活
発
に
活

動
し
て
い
る
。
お
じ
さ
ん
だ
け
で

な
く
、
常
連
ゲ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
と

し
て「
前
橋
の
姫
」こ
と
Ｊ
・
Ｔ

さ
ん
も
参
加
し
軍
団
の
活
動
は
ま

す
ま
す
充
実
。
今
年
の
秋
に
は
精

鋭
部
隊
四
名
が
長
野
・
群
馬
県
境

の
四あ
づ
ま
や
さ
ん

阿
山
に
登
る
予
定
で
、
隊
員

は
そ
れ
ぞ
れ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励

ん
で
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
か

ら
も
体
力
と
お
金
と
友
情
の
続
く

限
り
、
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

	

（
昭
和
57
年
卒
）

幹事のつぶやき

　４月11日、こだまゴルフクラブ（埼玉県本庄市）においてゴルフコンペ
が開催されました。先輩方の長年のご尽力によって、数えること40回目
のコンペとなりました。当日はやや肌寒かったものの、しだれ桜が咲く中、
まずまずのゴルフ日和となりました。参加者は19名でしたが、36年卒の
原田永久様を筆頭として皆様、元気な姿を見せてくださいました。優勝は
森田宏次様（39年卒）、グロス86、ハンディ10、ネット76でした。準優
勝は児玉士誠様（37年卒）、グロス101、ハンディ23、ネット78、3位は
大垣嘉彦様（42年卒）、グロス99、ネット78でした。懇親パーティは、君
和田会長のご発声で乾杯の後、表彰式を行ないました。入賞者の森田様か
らは当コンペで初優勝ができて感激でした、とのスピーチがありました。
　次回は平塚富士見カントリークラブで10月9日（金）を予定しておりま
すが、多くの方の参加を心待ちにしております。

第40回稲門英語会ゴルフコンペ

「モダンガールの娘」
新刊のお知らせ

　昭和40年ご卒業の山中登美子さん
が１月に「モダンガールの娘」を出版
されました。“老嬢のひとりごと、仕
事、男、病気、母との葛藤、面白か
った人生”など、大変興味深い内容で
す。是非ご一読ください。
星の環会発行　
定価：本体 1,300 円 ＋税

ゴルフ会幹事　毛利　憲勝、井口　昭、小倉　雅博
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（2014年８月１日から2015年７月31日まで）

卒年 納入者

昭18年 増田　　亮
22 年 崔　　桂月
23 年 伊東　克己
25 年 沢部昌次郎 保倉　　進
26 年 小安　　總
29 年 大矢　徹郎
30 年 小林　秀之
31 年 岩田　昌夫 小野田淳子 川端　良治 白根　　豪

鈴木　桂子 須藤宗一郎 靏田　公江 中林　淑子
早川　　守 松橋　　功 谷田　成雄

32 年 加藤　素夫 金光　平輝 塩見　健三 菅原　　清
田原　経三 平野　　久 望月　泰道

33 年 桜田　正治 高鍬　春美 中田カヨ子 廣澤　　賢
本井　孝至 百瀬　伸夫 渡邊　五郎

34 年 新居　　誠 大野　　功 垣本由紀子 金井婦美子
神山　幸一 国保　やゑ 田中マユミ 土肥　英義
長房　正儀 中村　一栄 宮村聖一郎

35 年 石田　裕實 金井　利雄 川岸　高眞 小今井　寛
佐藤　明男 津田　節哉 平林　良直

36 年 伊東　照雄 尾谷　吉朗 杉山　誠昭 原田　永久
平野　　亨 福田　浩人 山下　寛二

37 年 一丸　知子 岡崎　秀生 川上　矩生 児玉　士誠
黒石　敏正 佐香　武彦 佐藤　　勤 志賀　　隆
清水　邦秋 新保　宗男 中村　節子 林　　　喬
古屋　輝彦 三留　　勤 三船　忠良 横田　安正
渡辺　芳子

38 年 阿部　　達 有馬れい子 上田　幸弘 大倉　　肇
大渡　　肇 梶山　　亨 河原　篤子 小作　昭子
田口　隆志 畑　　廣子 浜本　尚子 広江　尚司
古谷　俊爾 松村　央子 三船　昌子 森　美紀子
坂井　　馨

39 年 阿部　　晟 安斉　渥子 安斉　洋一 五十嵐起世子
一花　　稔 遠藤　　斌 小倉　克久 小原　雄介 
川上　京介 川崎　規子 木下　尚子 君和田正夫
小柴慧次郎 小林　公子 小林　志郎 小林　　宏
佐藤　淳子 佐藤　龍彦 島田　昌明 関　　直彦
高橋　嗣雄 大道　諒輔 寺澤　　捷 長友　亮治
中原　正樹 西口　　勇 西口　栄子 萩原　亞海
持田登美子 本橋　輝明 森田　宏次 吉田　　忠
萬　　　肇 渡部　純代

40 年 浅香　夏子 飯塚　輝雄 北川　　武 北村　泰作
坂田　幸夫 瀬戸口祥二 高梨　勝也 高島　康子
田中　久雄 花井　正徳 深谷　易彦 古家美智子
持田五三夫 諸井　清次 吉橋　和夫 米田　　敦
渡井　　弘

41 年 青木　　亮 青木　正義 粟田　秀史 伊藤　久夫
尾澤　紘一 春日満喜志 上島　秀美 小泉　陽子
古藤　黎子 坂本　宏之 四條　　勉 鈴木　宣孝
鈴木　陸保 爪川　　章 中村　勝年 橋本　族興
福澤　節三 本多　一枝 山内　晴子 山内　正樹
米田　幹子

42 年 浅井　忠夫 池内　早苗 伊東　節績 浮貝　泰夫
大垣　嘉彦 大宮　清子 刈田　光夫 小林　鉄治
斉藤　　保 斎藤美栄子 志岐　　宏 白松　忠道
関根　次郎 髙島　征二 高山　陸子 田中　英雄
角田　章人 前田　輝拡 丸山　　浩 村越　秋男
森　　篤夫 和田　吉弘

43 年 厚地　義尚 井東雄志郎 川越　昌平 菊池　紀男
岸　　栄洋 上月　　孝 新谷　綾子 高須　武男

卒年 納入者

永島　正樹 増田　和美 矢澤　洋一
44 年 秋葉冨美子 浅井　好弘 井上　　武 大森　幸子

片山　郁夫 河井　隆雄 小谷野俊夫 野田　宏一
坂　　庸子 堀江　　明 三寺　昭雄 宮崎　義治
宮永和歌子 山本　雅司

45 年 稲村　重信 大塚　良彦 岡田　良三 佐々木　茂
塩沢　三男 柴原　孝光 藤野　　隆

46 年 天沼真佐子 石川　幸男 植木　　彰 大橋　恭一
岡田　俊雄 楠　建一郎 小林　洋一 鈴木　　仁
鈴木　芳明 宮本　直人 若月　辰夫

47 年 鏡　　俊一 鏡　　文子 国分　　豊 佐々木園子
宿谷　直樹 白根　忠広 本田　　博 脇若　英治

48 年 油田　静子 鐘築　　優 川俣　喜昭 小寺　　強
佐藤　道政 戸倉　敏夫 橋本　良介 松岡　光一
毛利　憲勝 吉川　通子

49 年 平野　勝正
50 年 伊東　克彦 小倉　雅博 片野　光裕 鬼頭　　弘

木原　秀佐 小松　　寿 新開　庸隆 杉村　美恵
角田千鶴子 時友　哲也 三浦　　豊

51 年 梅田　和彦 大部　基和 河本　英規 栗原　成美
坂井　義昭 杉山　　清 戸川　哲郎 中原　史裕
山田　御酒 吉岡　克則 渡辺　修哉

52 年 石川　吉則 小久保　宏 依田　　博 福田　正彦
藤田　祐治

53 年 菊池　桂子 坂口　　肇 島田　哲夫 下島　雅幸
平松　昌雄

54 年 池田　正彦 井澗　　誠 板谷　　稔 大塚　正之
柏澤由紀一 小峯　　修 志道　秀晃 種村　隆久
吉田　俊英 吉永　昌生

55 年 阿部　直彦 有田　玲子 小塩　恭市
56 年 石山　　修 大塚　博康 鴨田　成司 曽我　正博
57 年 熊本　秀子 駒田　一彦 嶋田　太郎 真銅竜日郎

真銅　初子 筒井　隆司 中本　尚志 萩原　卓郎
間澤　　宏 山田　耕平

58 年 武部　弘一 谷口　　彰 細井　聡一 南　　正人
59 年 川田　　真 山野千鶴子
62 年 岡　　晃一 沢登　信良 中島　秀幸 長谷　晴美
63 年 小林　浩樹
平元 古谷　明彦
3 年 丸山　　晃 渡辺　和彦
4 年 大木　　崇
5 年 井上　敦子
6 年 服部　美杉
7 年 山田　英明
8 年 澤　　朋宏
9 年 佐藤　弘康

10 年 賀来　功生
12 年 茂垣　哲雄
13 年 工藤　知巳 冨士原透吾
15 年 神野　耕平 倉内　英明 白井　　亮 菅野　崇亮
17 年 石垣　　悟 廣野　一誠
18 年 野田賢太郎
19 年 久志本　岳 田渕　　純
20 年 中屋　朋子
21 年 落合　佑介
22 年 飯塚　洋平 伊崎　達朗 千歳　梨世 藤永　諒輔
23 年 青木　真人 岩波　祐樹 橋本　圭史 目次　慧伍
24 年 萬治　慧介 守谷　裕次

（合計353名）

都
の
西
北
の
御
朱
印

北
迫　

泰
行

　

最
近
は
若
い
女
性
の
間
で
御
朱

印
を
集
め
る
の
が
少
し
ブ
ー
ム
に

な
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
私
も
数

年
前
か
ら
御
朱
印
に
興
味
を
抱

き
、
時
間
を
見
つ
け
て
は
神
社
・

仏
閣
に
足
を
運
ん
で
い
る
。

　

そ
も
そ
も
御
朱
印
は
単
な
る
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
で
は
な
い
の
で
、

あ
ま
り「
ブ
ー
ム
」な
ど
と
い
う

軽
薄
な
も
の
に
な
っ
て
ほ
し
く
な

い
の
が
本
音
だ
。
と
は
い
え
、
日

本
人
た
る
も
の
、
そ
う
い
っ
た
切

り
口
で
神
社
・
仏
閣
に
親
し
む
の

も
悪
く
は
な
い
の
か
な
と
も
思

う
。

　

先
日
、
早
稲
田
の
穴
八
幡
神
社

の
御
朱
印
を
頂
い
て
い
な
い
こ
と

に
気
付
き
、
早
速
行
っ
て
き
た
。

学
生
時
代
に
は
全
く
思
い
も
し
な

か
っ
た
が
、
こ
ん
な
に
近
く
に
神

社
が
あ
っ
た
な
ん
て
。

　

交
番
の
裏
の
階
段
を
上
る
と

パ
ッ
と
境
内
が
広
が
る
。
新
宿
区

と
は
思
え
な
い
静
か
さ
で
あ
る
。

　

馬
場
下
町
バ
ス
停
の
ア
ナ
ウ
ン

ス
で
も
お
な
じ
み
の「
一
陽
来
復
」

が
記
さ
れ
た
御
朱
印
を
頂
く
と

清
々
し
さ
に
夏
の
暑
さ
も
忘
れ

る
。

　

こ
の
数
年
で
関
東
地
方
の
五
十

か
所
以
上
の
神
社
・
仏
閣
に
参
る

こ
と
が
で
き
た
。
次
の
目
標
は
ど

こ
に
し
よ
う
か
、
休
日
が
楽
し
み

で
あ
る
。	

（
平
成
７
年
卒
）

《会費納入のお願い》
 「稲門英語会」は皆様の会費によってすべてが運営されています。早大英語会補
助、会員通信費など、会の継続のための大切な資金です。
　2016年度会費の納入をお願いいたします。今年度会費をまだ納入されていない
方も、ご入金をお願いいたします。年会費は五千円です。口座名義は「稲門英語
会」、お手数ですが必ず卒業年次をお書きください。

◆郵便振替／郵便振替口座
　No. 00100-4-9538
　（同封の郵便振替用紙をご利用ください）
◆銀行振込／
　三菱東京 UFJ 銀行 虎ノ門中央支店　（店番 332）　普通預金口座：No. 0152412
　みずほ銀行 虎ノ門支店　（店番 046）　普通預金口座：No. 2283024
◇口座自動引落をご利用の方で、金融機関名・支店名・口座番号が変更になった

場合は変更届をご提出ください。また、自動引落の登録をご希望の方は事務局
までご連絡ください。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

《総会・懇親会のご案内》
今年度の総会・懇親会は10月31日（土） 16時から開催します。
皆様お誘い合わせのうえ、是非ご出席ください。
場所：レストラン「アラスカ」

Tel.03-3503-2722
〒 100-0011 千代田区内幸町 2-2-1

日本プレスセンタービル
　　　　　　　　（別紙に詳細）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

《稲門英語会事務局ＨＰ開設》
　稲門英語会事務局ホームページを開設

しております。ぜひご活用ください。
ＵＲＬ： http://kjass.net/wess/
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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御朱印と八幡神社の銅像


